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［特集］児童生徒表彰
　　　  政治学級活動報告
　　　  職員給与等公表

［特集］児童生徒表彰
　　　  政治学級活動報告
　　　  職員給与等公表

これからもがんばれよ ! !
　３月 14 日に町内の中学生 281 人、18 日に小学
生330人が卒業を迎えました。写真は岡垣中学校、
卒業証書授与式の後の教室での風景。楽しかった
日々、みんなとの別れ･･･さまざまな思いが交錯
する中、生徒たちは新たな生活の場所へと旅立っ
ていきました。
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（
２
年
生
）
樋
口
珠
璃
衣　
　

（
３
年
生
）
坂
田
亜
純
・
吉
田
明
生
・
入

江
勇
慎
・
高
植
歩
・
柴
田
滉
太

（
１
年
生
）
岩
崎
拓
大
・
小
田
晃
矢

（
２
年
生
）
今
井
彩
乃
・
内
田
帆
南
・
川

原
祥
梧
・
橋
本
拓
真
・
早
田
真
由
香
・

向
井
淳
哉
・
吉
村
正
明
・
石
田
彩
華
・

石
橋
奈
菜
・
小
野
可
菜
子
・
坂
田
寧
々
・

満
島
雄
太
・
守
谷
幸
一
郎
・
山
本
向
日

葵
・
若
宮
龍
斗

（
３
年
生
）
井
上
志
乃
・
今
谷
智
貴
・
佐

藤
真
耶
・
矢
野
愛
也
・
吉
岡
沙
奈
恵
・

今
谷
亮
太
・
濱
﨑
龍
之
介
・
濱
地
美
穂
・

吉
村
弘
明

（
４
年
生
）
河
津
衛
・
古
堀
亜
梨
佐
・
永

田
琴
己
・
安
川
哲
矢
・
行
実
春
香
・
大

み
ん
な
、
み
ー
ん
な
、

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
!!

平
成
19
年
度
児
童
生
徒
表
彰

　

岡
垣
町
教
育
委
員
会
で
は
平
成
15
年
度
か
ら「
子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
を
ほ

め
て
伸
ば
し
て
い
こ
う
」と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
が
基
準
回
数
以

上
の
児
童
と
生
徒
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

内
浦
小
学
校

海
老
津
小
学
校

戸
切
小
学
校

水
健
・
吉
川
ひ
な
こ
・
赤
塚
穂
乃
花
・

木
原
沙
也
・
小
島
瑞
季
・
佐
藤
祐
香
・

中
島
彩
花
・
廣
瀬
侑
也
・
今
井
翔
・
大

倉
万
里
奈
・
古
賀
咲
耶
・
田
中
咲
希
・

早
田
隆
晴
・
本
田
知
樹

（
５
年
生
）
内
田
成
美
・
川
原
啓
助
・
満

島
航
輔
・
米
丸
あ
か
り

（
６
年
生
）
上
野
真
弓
・
古
賀
洸
亮
・
永

田
麗
奈
・
吉
田
真
人
・
窪
田
賢
人
・
古

屋
芙
弥
香
・
永
留
茉
莉
子
・
佐
村
武
人
・

友
松
直
哉
・
中
島
健
登
・
野
村
沙
紀
・

藤
重
佑
梨
・
元
兼
功
輔

（
１
年
生
）
青
木
悠
・
大
谷
信
雄
・
田
中

千
裕

（
２
年
生
）
友
良
朱
里

（
３
年
生
）
青
木
陸　
　
　
　

（
４
年
生
）
友
良
有
里

（
５
年
生
）
山
田
実
男　
　
　

（
６
年
生
）
野
中
健
太
郎

（
１
年
生
）
牧
佑
果
・
大
曲
伶
奈
・
館

野
蓮
汰
・
有
田
飛
翔
・
吉
田
恭
輔
・
小

倉
功
介
・
髙
木
意
純
・
都
留
惇
嗣
・
稲

田
陽
太
・
三
原
杏
佳
・
篠
﨑
萌
心
・
江

口
蒼
・
吉
國
聡
良
・
長
尾
紀
璃
・
熊
本

瑞
穂
・
平
島
愛
梨
・
吉
田
優
希
・
田
栗

鈴
菜
・
髙
永
凌
・
細
川
彩
葉
・
柿
木
滉

誠
・
脇
田
和
・
平
田
虎
太
郎
・
山
崎
菜

奈
・
松
竹
彩
花
・
吉
村
駆
流
・
吉
永
温
司
・

髙
田
怜
奈
・
濱
田
七
海
・
永
野
杏
耶
美
・

角
松
結
衣
・
浦
知
奈
美

（
２
年
生
）
蛭
子
尚
哉
・
田
村
早
紀
・
松

本
華
奈
・
曽
我
竜
平
・
髙
木
翔
登
・
甲

斐
大
貴
・
福
島
大
修
・
光
司
龍
哉
・
波

江
野
歩
希
・
藤
野
文
惠
・
吉
田
彩
花
・

池
江
奈
美
・
森
億
・
野
田
麻
友
実
・
瀬

戸
口
奈
菜
子
・
平
山
真
也
・
山
中
咲
穂
・

宮
原
要
・
遠
藤
美
佳
・
北
村
歩
夢
・
井

上
哲
平
・
今
村
尚
杜
・
宮
野
直
希
・
長

尾
碧
通
・
原
賀
輝
・
阿
部
日
花
里
・
久

野
未
桜
・
二
之
宮
麗
・
柴
田
萌
・
堀
之

内
貴
史
・
長
西
輝
・
梅
野
祐
輝

（
３
年
生
）
井
口
直
紀
・
上
原
将
太
・
太

田
侑
磨
・
秋
武
重
飛
・
烏
山
緩
南
・
田

中
誠
人
・
吉
田
侑
加
・
山
下
彩
海
・
吉

田
千
沙
都
・
松
竹
春
奈
・
三
原
佑
季
・

白
木
千
智
・
川
床
菜
奈
華
・
鴫
山
和
弥
・

有
吉
貴
哉
・
田
中
希
実
・
牧
達
也
・
吉

永
拓
都
・
今
村
優
太
・
岡
村
咲
希
・
小

倉
悠
介
・
江
口
怜
・
塚
本
楓
風
・
金
子

未
来
・
髙
山
萌
・
杉
本
結
衣
・
有
田
妃

奈
乃
・
吉
田
孝
二
・
原
田
采
佳
・
髙
田

若
奈
・
花
田
哲
郎
・
石
坂
拓
也
・
秋
武

幸
汰
・
大
桒
ゆ
い

（
４
年
生
）
江
島
生
純
・
吉
村
哉
太
・
蛭

子
遥
香
・
福
島
千
広
・
村
上
茉
由
・
柿

木
玲
・
永
野
舞
愛
美
・
平
田
彩
果
・
田

尻
咲
希
・
原
田
毬
愛
・
中
谷
圭
介
・
都

留
健

山
田
小
学
校

▲特別表彰・団体表彰を受けたみなさん
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庄
島
晃
大
・
本
田
将
人

山
田
小
学
校
５
年
３
組
・
吉
木
ジ
ュ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
・
岡
垣
サ

ザ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
岡
垣
中
学
校
生
徒
会
・

岡
垣
中
学
校
剣
道
部
・
岡
垣
中
学
校

サ
ッ
カ
ー
部

南
山
田
区

海
老
津
小
学
校（
６
年
生
）古
野
耀
介
・

坂
田
亮
介
・
佐
野
佑
希
也

高
尾
区

海
老
津
小
学
校（
６
年
生
）荒
木
ひ
か
る
・

井
元
佑
梨
香
・
立
石
大
貴
・
時
津
杏
里
・

西
坂
は
る
な
・
木
下
鈴
那
・
次
郎
丸
未

咲旭
西
区

海
老
津
小
学
校（
１
年
生
）竹
下
徹
・
平

木
絢
菜（
２
年
生
）武
智
美
優（
３
年
生
）

竹
下
晶（
４
年
生
）小
谷
愛
美
・
畑
井
梨
花
・

産
谷
弘
平（
５
年
生
）相
場
日
和（
６
年
生
）

村
田
志
成
・
平
木
友
崇

山
田
区

山
田
小
学
校（
４
年
生
）大
﨑
百
夏（
５

年
生
）大
﨑
友
揮

岡
垣
東
中
学
校（
１
年
生
）鶴
林
真
法
・

田
仲
聖
奈（
３
年
生
）田
仲
幸
奈

高
倉
区

吉
木
小
学
校（
６
年
生
）早
苗
勇
一
・
高

崎
由
右
多
・
辻
大
起
・
早
川
彩
花
・
吉

海
由

元
松
原
区

吉
木
小
学
校（
３
年
生
）吉
田
信
太

西
黒
山
区

吉
木
小
学
校（
２
年
生
）花
田
望
月

松
ヶ
台
西
区

山
田
小
学
校（
１
年
生
）西
川
舞
香
・
南

京
佑
・
平
沼
健
伸
・
木
村
圭
吾
・
山
田

寛
乃
・
下
垣
芹
奈
・
奥
村
こ
こ
ろ（
２

年
生
）岡
本
日
芽
・
大
谷
彩
華
・
國
分

聡
一
郎
・
津
城
宏
樹（
３
年
生
）谷
春
日
・

南
優
希
・
中
村
健
太
郎
・
鶴
田
実
希（
４

年
生
）岡
本
花
菜
・
木
村
竜
也
・
津
城

拓
哉（
５
年
生
）梶
原
尭
・
黒
川
圭
祐
・

玉
城
駿
也
・
久
野
美
月
・
村
松
匠
・
今

村
萌
・
藤
村
真
耶
乃
・
下
垣
知
加（
６

年
生
）今
泉
潮
・
茅
こ
ゆ
き
・
酒
井
愁
・

堀
之
内
弘
将
・
山
本
将
己
・
西
川
華
奈

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課
へ

（
５
年
生
）
太
田
彩
香
・
松
本
連
太
郎
・

新
垣
有
芽
・
濵
田
凌
司
・
伊
藤
百
香
・

井
上
凌
汰
・
大
久
保　

廉
・
大
坪
駿
介
・

奥
田　

篤
・
梶
原
里
奈
・
国
乗
実
弥
・

小
仲
優
子
・
貞
包
彩
美
・
篠
﨑　

透
・

柴
田
あ
ん
ず
・
柴
田
貴
幸
・
白
木
裕
樹
・

砂
田
航
平
・
田
中
莉
緒
・
玉
置
悠
奈
・

槌
谷
洸
希
・
手
嶋
菜
々
・
中
谷
弘
太
郎
・

永
田
愛
裕
美
・
広
渡
祐
希
・
福
崎
聖
也
・

藤
村
航
大
・
松
丸
優
路
・
松
本
一
寿
・

松
本
も
も
・
三
木
雅
人
・
村
岡
茉
林
・

山
﨑
麻
里
・
吉
田
英
雄
・
濱
松
和
希

（
６
年
生
）
岡
﨑
智
美
・
江
川
昴
志
・
松

本
夏
実
・
戸
上
和
樹
・
有
吉
弘
貴

（
１
年
生
）
大
長
千
陽
・
川
邉
も
ゆ
・
松

下
明
日
香
・
岡
田
東
次
郎
・
加
藤
俊
・

鎌
田
結
希
乃
・
松
本
卓
真

（
２
年
生
）
大
串
綾
梨
・
大
村
圭
渡
・
早

野
夏
奈
子

（
３
年
生
）
鎌
田
志
朗
・
岩
永
郁
也

（
４
年
生
）
藤
本
え
み
り
・
木
下
東
風
・

若
山
明
日
花
・
鎌
田
真
琴

（
５
年
生
）
河
野
凪
紗
・
神
屋
文
乃
・
松

本
明
香
里
・
平
山
陽
菜
・
小
川
美
穂

（
６
年
生
）
野
口
雄
太
・
原
茉
奈
美
・
木

村
友
美
・
岸
本
悠
・
藤
井
香
里
・
吉
田

宗
禎
・
太
田
千
智

（
１
年
生
）
今
谷
祐
貴
・
鶴
成
良
健
・
玉

置
滉
一
郎
・
神
凌
太

（
２
年
生
）
梅
野
杏
菜
・
熊
鰐
信
行
・
榎

並
由
佳
・
竹
井
樹

（
３
年
生
）
髙
橋
光
紀
子
・
權
代
知
美
・

竹
内
和
也
・
花
田
麻
美
・
原
田
和

（
２
年
生
）
松
下
美
咲

（
３
年
生
）
原
尚
子

　

東
山
田
区
内
の
空
地
で
雑
草
が
燃
え

て
い
る
の
を
発
見
し
、
消
火
。
火
事
を

防
い
だ
。

岡
垣
東
中
学
校（
１
年
生
）佐
々
木
秀
都
・

吉
木
小
学
校

岡
垣
中
学
校

岡
垣
東
中
学
校

特
別
表
彰

地
域
か
ら
の
推
薦

▲家から学校までのごみ拾いをしたよ！
　（山田小学校５年３組）

団
体
表
彰
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す
み
れ
会　

石
田
一
枝

　

11
月
22
日
、
中
間
市
、
郡
４
町
合
同

研
修
会
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
法
と

実
践
を
学
び
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ん
て
緊
張
す
る
話
し
か
と
思
い
き

や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
日
本
語

で
は「
井
戸
端
会
議
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
内
容
は
濃
く
、「
知
り
合
う
、

語
り
合
う
、
認
め
合
う
、
寄
り
合
う
」

こ
の
精
神
で
全
て
の
人
が
共
同
作
業
を

す
れ
ば
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

研
修
会
に
は
男
性
14
人
が
出
席
し
、

女
性
と
は
違
っ
た
観
点
で
意
見
交
換
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
学
習
の
成
果
を
生
か

し
、
行
動
を
起
こ
せ
ば
、
周
り
の
環
境

も
町
も
自
分
た
ち
も
元
気
に
な
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
研
修
会
で
ま
た
一
つ
知

恵
と
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

マ
ジ
ッ
ク
・
フ
レ
ー
ズ
の
会

徳
永
辰
江

　

テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
目
や
耳
に
し

な
い
日
は
な
い
く
ら
い
、
地
球
の
危
機

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は

手
洗
い
の
水
は「
鉛
筆
一
本
分
の
太
さ
」

が
合
言
葉
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

○
家
電
製
品
を
使
わ
な
い
と
き
は
電
源

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

○
水
は
限
り
あ
る
資
源
。
使
う
と
き
は

適
量
を

○
下
水
に
は
野
菜
く
ず
や
油
を
流
さ
な

い
よ
う
工
夫
す
る

　

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
常
に
で
き
る

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

平
成
の
会　

石
田
洋
子

　

今
年
度
は
環
境
を
取
り
上
げ
て
み
ま

し
た
。
特
に
ご
み
の
分
別
と
減
量
を
学

び
ま
し
た
。

ま
ち
の
政
治
を

見
つ
め
よ
う
！

岡
垣
町
政
治
学
級
活
動
報
告

　

ま
ち
の
政
治
を
見
つ
め
よ
う
学
級
は
、
政
治
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
主

体
で
行
う
、
福
岡
県
独
自
の
学
習
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

岡
垣
町
に
は
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
19
年
度
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

住
民
主
体
の
町
づ
く
り
と
は
何
だ

ろ
う
？

家
庭
で
で
き
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

エ
コ
バ
ッ
グ
の
す
す
め
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あ
る
雑
誌
で
、
風
呂
敷
で
作
る
マ
イ

バ
ッ
グ
の
こ
と
を
知
り
、
会
員
で
作
っ

て
み
ま
し
た
。
使
わ
な
い
時
は
小
さ
く

た
た
ん
で
バ
ッ
グ
の
中
に
入
り
ま
す
。

使
う
時
は
、
か
な
り
の
量
の
買
い
物
が

で
き
る
大
き
さ
で
す
。
タ
ン
ス
の
中
で

眠
っ
て
い
る
風
呂
敷
を
利
用
し
て
、
自

分
で
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
作
り
方
を
知

り
た
い
人
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

私
も
、
バ
ッ
グ
の
中
に
入
れ
持
ち
歩

い
て
い
ま
す
。葦

の
会　

古
家
崎
マ
リ
子

　

日
本
で
は
、
年
間
250
億
本
の
割
り
ば

し
が
使
わ
れ
て
い
て
、
97
％
が
中
国
産

で
す
。
し
か
も
日
本
人
好
み
に
合
う
よ

う
に
漂
白
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
正
月

に
使
う
柳
ば
し
の
原
料
は「
泥
ど
ろ
や
な
ぎ柳」。
そ

の
名
の
と
お
り
泥
の
中
で
育
つ
か
ら

し
っ
か
り
漂
白
し
な
い
と
、
真
っ
白
に

な
ら
な
い
そ
う
で
す
。
ゾ
ー
ッ
と
し
ま

せ
ん
か
。

　

地
球
温
暖
化
が
、
人
間
を
は
じ
め
生

態
系
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

中
で
、
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す

る
貴
重
な
資
源
で
す
。
こ
の
森
林
資
源

を
大
切
に
守
る
た
め
、
割
り
ば
し
の
消

費
を
抑
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

緑
と
自
然
を
守
る
た
め
、
自
分
の
は

し
を
持
ち
歩
く「
マ
イ
は
し
運
動
」に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
マ
イ
は
し
グ
ッ
ズ
と

し
て
の
携
帯
用
の
は
し
袋
を
作
り
た
い

人
は
、
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

さ
つ
き
会　

矢
野
惠
子

　

10
月
31
日
、
政
治
学
級
合
同
研
修
で

「
海
の
中
道
奈
多
海
水
淡
水
化
セ
ン
タ
ー
」

に
行
き
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。

天
候
異
変
で
豪
雨
か
と
思
え
ば
干
ば
つ

と
な
る
傾
向
の
昨
今
で
す
。

　

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
日
本
で

は
な
ぜ
海
水
を
真
水
に
変
え
ら
れ
な
い

の
だ
ろ
う
か
と
、
早
く
か
ら
海
水
利
用

に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
内
の
説
明
で
大
き
く
７
つ

の
行
程
を
経
て
真
水
と
な
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
高
度
な
技
術
で
海
水
中

の
雑
菌
除
去
を
し
て
い
る
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。
投
資
さ
れ
た
費
用
も
大
変
高

額
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
同
時

に
、
こ
の
よ
う
な
設
備
に
頼
る
こ
と
な

く
、
お
い
し
い
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る

わ
が
町
を
誇
り
に
思
っ
た
一
日
で
し

た
。

ち
た
る
会　

鈴
木
美
代

　

い
の
ち
あ
る
す
べ
て
に
必
要
な「
水
」

を
テ
ー
マ
に
学
習
し
ま
し
た
。
町
の
浄

水
場
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
直
方
市
に
あ

る
遠
賀
川
水
辺
館
、
直
方
市
浄
水
場
を

見
学
。
水
事
情
を
理
解
し
、
わ
が
町
の

水
の
良
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
政
治
学
級
で
の
活
動
を
地
道
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会（
総

務
課
）へ

マ
イ
は
し
の
す
す
め

「
海
の
中
道
奈
多
海
水
淡
水
化
セ

ン
タ
ー
」を
見
学
し
て

遠
賀
川
流
域
に
水
事
情
あ
れ
こ
れ

を
知
る
合
同
研
修

▲ 11月 22日合同研修でワークショップを体験

▲ 10月 31日海の中道奈多海水淡水化センターを見学

▲２月 22日浄水場でわが町の水事情を学ぶ



(１) 人件費(平成18年度普通会計決算)

(２) 職員給与費（平成18年度普通会計決算）

 (３) 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

給与費

給　 料

職員手当

期末・勤勉手当

計（Ｂ）

職員数
（Ａ）

一人当たり給与費
Ｂ/Ａ

歳出額（Ａ）人口（H19.3.31） 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ/Ａ）

岡垣町

区分

区分

職員数
平成18年 平成19年

対前年
増減数部門

岡垣町
手当名

区分 平成16年度
計画前年 平成17年度 平成18年度 平成19年度 計 （参考）

数値目標部門

全部門

186

△3
3
0

186

△6
2

△4
182

△5
3

△2
180

△14
8

△6

減　員
増　員
差　引
職員数

内容・支給単価（月額）
職員１人当たり
平均支給年額
（18年度）

実　績
（18年度）

福岡県

給料・報酬月額 期末手当

議　　会 
総　　務 
税　　務 
農林水産 
商　　工 
土　　木 
民　　生 
衛　　生 
小　　計 

3    
54    
15    
9    
2    
11    
29    
16    
139    
 21    
160    
6    
9    
7    
22    

   182    

3    
52    
15    
9    
2    
11    
29    
15    
136    
 22    
158    
6    
9    
7    
22    

   180    

0  
△ 2  
0  
0  
0  
0  
0  

△ 1  
△ 3  
  1  
△ 2  
  0  
0  
0  
0  

  △ 2  

教育部門
小　　計　
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

779,000円
629,000円

勤続 2 0年
勤続 2 5年
勤続 3 5年
最高限度額

町　　　長 
副　町　長

337,000円
298,000円
278,000円

3.5月分
役職加算20％議　　　長

副　議　長 
議　　　員

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

地域
手当

1,802万9千円 107,954円

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

43.4歳
43.4歳
42.0歳
49.9歳

349,746円
357,973円
313,663円
354,259円

387,355円
394,356円
328,027円
384,432円

福岡県
岡垣町

福岡県

岡垣町
福岡県

一般行政職

技能労務職

(４) 職員の初任給

区分

区分

区分
18年度支給割合 役職による加算措置

18年度の
1人当たりの
平均支給額

経験年数区分
10年以上～15年未満 15年以上～20年未満 20年以上～25年未満

一般行政職

一般
行政職

大学卒

大学卒

159,700円

138,400円

135,600円

176,800円

142,800円

－

303,536円

253,700円

256,900円

3.0月

3.0月

5～15％

5～20％

1,668,000円

― 

― 

15～25％

1.45月

1.45月

346,950円

300,800円

　－ 　円

388,263円

354,880円

300,400円

高校卒

高校卒

高校卒

高校卒技能労務職

技能
労務職

岡垣町 福岡県

163 6,192,429円

32,133人 74億7,733万4千円

6億4,390万4千円
1億1,113万7千円
2億5,432万5千円
10億936万6千円

14億9,372万7千円 20.0%

※数値目標に対する進捗率

（注）１　普通会計とは、町行政全体に関わる経費で、上下水道や国民健康
　保険などの特別会計を除きます。　
（注）２　人件費には、町長や議員などの特別職の給与または報酬、一般職
　職員の給料や諸手当のほか、共済組合負担金(民間では社会保険事業主
　負担金)、退職手当、公務災害補償費(労災保険料)などが含まれています。

（注）職員給与費とは、職員の給料・手当（扶養手当や通勤手当など）、
　期末勤勉手当を合計した費用を言います。

（注）「平均給料月額」とは、基本給の平均です。「平均給与月額」とは、
　基本給に扶養手当、地域手当、住居手当を合計したものです。

(２)行財政構造改革プログラムでの定員管理
　　数値目標の進捗状況【全職員対象】

（平成19年4月1日現在）

(５) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

(１)部門別職員数

計画期間：17～26年度

問い合わせ　企画政策室へ

 (６) 期末手当・勤勉手当

 (９) 特別職の報酬など

 (８) 退職手当

（平成19年4月1日現在）

（平成19年4月1日現在）

（平成19年4月1日現在）

（平成19年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

(７) その他の手当

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業

会
計
な
ど

合　　計

34人減

１．給与の状況

２．職員数の状況

（平成19年4月1日現在）

定年（60歳）との年齢差1年
につき2％を加算（最大20％）

給料・扶養手当の合計額の2.5％

扶養
手当

2,093万3千円 258,432円配偶者13,000円、ほかの扶養親族
6,000円

時間外
勤務手当 3,802万6千円 264,514円正規の勤務時間以外に勤務を命じら

れた職員に支給

住居
手当

850万3千円 229,800円
○借家＝家賃の額で決定
上限27,000円
○持家＝住居を持つ職員(世帯主）
に､５年を限度に2,500円を支給

通勤
手当

1,148万1千円 68,747円
○交通機関利用者に支給
上限55,000円
○自家用車など利用者に支給
上限24,500円

管理職
手当

1,792万6千円 689,457円

給料月額に次の率をかけた額
○グループリーダー17％
○課長13％
○課長補佐・参事10％
○人事秘書係長、財政係長10％

180（17.6％※）

期末手当 勤勉手当 役職加算 期末・勤勉手当の合計管理職加算

定年前に退職するとき
の加算措置

6

平成19年度

職員の給与・定員の状況をお知らせします
　町職員の給与は、民間企業に勤めている人の賃金を基準として出される「人事院勧告」
を参考に、国や県などほかの自治体職員とのバランスを取りながら決定されています。ま
た、町長や副町長の給料、町議会議員の報酬は、町内の公共的団体などの代表者で組織す
る「特別職報酬等審議会」の答申に基づき、町議会の議決を受けて決定されています。
　町では、平成 18 年度から行財政構造改革プログラムを進め、人件費を削減しています。
今後も職員定数の削減を進め、より一層人件費抑制に努めます。



(１) 人件費(平成18年度普通会計決算)

(２) 職員給与費（平成18年度普通会計決算）

 (３) 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

給与費

給　 料

職員手当

期末・勤勉手当

計（Ｂ）

職員数
（Ａ）

一人当たり給与費
Ｂ/Ａ

歳出額（Ａ）人口（H19.3.31） 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ/Ａ）

岡垣町

区分

区分

職員数
平成18年 平成19年

対前年
増減数部門

岡垣町
手当名

区分 平成16年度
計画前年 平成17年度 平成18年度 平成19年度 計 （参考）

数値目標部門

全部門

186

△3
3
0

186

△6
2

△4
182

△5
3

△2
180

△14
8

△6

減　員
増　員
差　引
職員数

内容・支給単価（月額）
職員１人当たり
平均支給年額
（18年度）

実　績
（18年度）

福岡県

給料・報酬月額 期末手当

議　　会 
総　　務 
税　　務 
農林水産 
商　　工 
土　　木 
民　　生 
衛　　生 
小　　計 

3    
54    
15    
9    
2    
11    
29    
16    
139    
 21    
160    
6    
9    
7    
22    

   182    

3    
52    
15    
9    
2    
11    
29    
15    
136    
 22    
158    
6    
9    
7    
22    

   180    

0  
△ 2  
0  
0  
0  
0  
0  

△ 1  
△ 3  
  1  
△ 2  
  0  
0  
0  
0  

  △ 2  

教育部門
小　　計　
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

779,000円
629,000円

勤続 2 0年
勤続 2 5年
勤続 3 5年
最高限度額

町　　　長 
副　町　長

337,000円
298,000円
278,000円

3.5月分
役職加算20％議　　　長

副　議　長 
議　　　員

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

地域
手当

1,802万9千円 107,954円

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

43.4歳
43.4歳
42.0歳
49.9歳

349,746円
357,973円
313,663円
354,259円

387,355円
394,356円
328,027円
384,432円

福岡県
岡垣町

福岡県

岡垣町
福岡県

一般行政職

技能労務職

(４) 職員の初任給

区分

区分

区分
18年度支給割合 役職による加算措置

18年度の
1人当たりの
平均支給額

経験年数区分
10年以上～15年未満 15年以上～20年未満 20年以上～25年未満

一般行政職

一般
行政職

大学卒

大学卒

159,700円

138,400円

135,600円

176,800円

142,800円

－

303,536円

253,700円

256,900円

3.0月

3.0月

5～15％

5～20％

1,668,000円

― 

― 

15～25％

1.45月

1.45月

346,950円

300,800円

　－ 　円

388,263円

354,880円

300,400円

高校卒

高校卒

高校卒

高校卒技能労務職

技能
労務職

岡垣町 福岡県

163 6,192,429円

32,133人 74億7,733万4千円

6億4,390万4千円
1億1,113万7千円
2億5,432万5千円
10億936万6千円

14億9,372万7千円 20.0%

※数値目標に対する進捗率

（注）１　普通会計とは、町行政全体に関わる経費で、上下水道や国民健康
　保険などの特別会計を除きます。　
（注）２　人件費には、町長や議員などの特別職の給与または報酬、一般職
　職員の給料や諸手当のほか、共済組合負担金(民間では社会保険事業主
　負担金)、退職手当、公務災害補償費(労災保険料)などが含まれています。

（注）職員給与費とは、職員の給料・手当（扶養手当や通勤手当など）、
　期末勤勉手当を合計した費用を言います。

（注）「平均給料月額」とは、基本給の平均です。「平均給与月額」とは、
　基本給に扶養手当、地域手当、住居手当を合計したものです。

(２)行財政構造改革プログラムでの定員管理
　　数値目標の進捗状況【全職員対象】

（平成19年4月1日現在）

(５) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

(１)部門別職員数

計画期間：17～26年度

問い合わせ　企画政策室へ

 (６) 期末手当・勤勉手当

 (９) 特別職の報酬など

 (８) 退職手当

（平成19年4月1日現在）

（平成19年4月1日現在）

（平成19年4月1日現在）

（平成19年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

(７) その他の手当

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業

会
計
な
ど

合　　計

34人減

１．給与の状況

２．職員数の状況

（平成19年4月1日現在）

定年（60歳）との年齢差1年
につき2％を加算（最大20％）

給料・扶養手当の合計額の2.5％

扶養
手当

2,093万3千円 258,432円配偶者13,000円、ほかの扶養親族
6,000円

時間外
勤務手当 3,802万6千円 264,514円正規の勤務時間以外に勤務を命じら

れた職員に支給

住居
手当

850万3千円 229,800円
○借家＝家賃の額で決定
上限27,000円
○持家＝住居を持つ職員(世帯主）
に､５年を限度に2,500円を支給

通勤
手当

1,148万1千円 68,747円
○交通機関利用者に支給
上限55,000円
○自家用車など利用者に支給
上限24,500円

管理職
手当

1,792万6千円 689,457円

給料月額に次の率をかけた額
○グループリーダー17％
○課長13％
○課長補佐・参事10％
○人事秘書係長、財政係長10％

180（17.6％※）

期末手当 勤勉手当 役職加算 期末・勤勉手当の合計管理職加算

定年前に退職するとき
の加算措置

7

※給与・定員の状況は、岡垣町公式ホームペー
ジにも掲載しています。
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みんなで楽しく作った俳句
　町内の小学校では、６年生で俳句学習をしています。
町内の俳人岸原清行さんから、俳句の面白さや作り方
を学んだ後、実際に外に出て俳句会（吟行）をしました。
　各学校の作品は、卒業俳句集としてまとめられます。
俳句集「寿

ことほ

ぎ」の中から山田小学校６年３組の句を紹
介します。

▲山田小学校６年３組のみなさん

一
面
に
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
ら
猫
じ
ゃ
ら
し 

加
藤　

正
大

コ
オ
ロ
ギ
が
き
れ
い
な
音
で
な
い
て
る
よ 

今
泉　
　

潮

稲
の
花
風
が
ふ
い
て
そ
よ
そ
よ
と 

松
浦
多
久
弥

赤
と
ん
ぼ
空
を
と
ん
だ
ら
秋
が
来
た 

鳥
見　

翔
華

秋
の
空
青
空
と
て
も
美
し
い 

浜
崎　

優
大

く
ず
の
花
風
に
ふ
か
れ
て
ゆ
ら
ゆ
ら
と 

堀
之
内
弘
将

秋
の
朝
南
に
向
か
う
ス
ズ
メ
達 

蔵
座　

秀
明

思
い
草
だ
れ
か
の
こ
と
を
思
っ
て
る 

戸
上　

和
樹

思
い
草
あ
な
た
に
思
い
届
く
か
な 

三
隅　

彩
姫

秋
の
蝶
ゆ
ら
ゆ
ら
ど
こ
へ
い
く
の
か
な 

木
村　

春
香

思
い
出
す
父
と
と
っ
た
秋
の
虫 

中
村　

友
紀

ア
キ
ア
カ
ネ
田
ん
ぼ
の
上
を
飛
び
回
る 

苗
井　

博
人

ト
ン
ボ
た
ち
み
ん
な
仲
よ
く
と
ん
で
い
る 

沖
中　

美
玲

ク
ズ
の
花
葉
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
出
す 

重
留　

郁
美

じ
ゅ
ず
玉
は
自
然
の
中
の
宝
石
だ 

河
原
芙
有
香

な
つ
か
し
く
過
去
と
変
わ
ら
ぬ
秋
の
道 

上
村　

悠
馬

野
の
風
に
ゆ
れ
る
秋
草
光
っ
て
る 

矢
口　
　

茜

学
校
の
運
動
場
に
と
ん
ぼ
飛
ぶ 

谷
川　

聖
椰

お
も
い
ぐ
さ
い
つ
も
だ
れ
か
を
思
っ
て
る 

松
澤　

美
咲

ほ
う
せ
ん
花
色
と
り
ど
り
で
虹
の
よ
う 

小
田　

幸
弘

矢
矧
川
川
の
せ
せ
ら
ぎ
す
ず
し
い
な 

高
田　

稜
汰

落
ち
葉
が
ね
秋
風
に
ふ
か
れ
旅
に
で
る 

前
田
菜
々
代

お
も
い
ぐ
さ
首
を
か
し
げ
て
ど
う
し
た
の 

広
渡　

菜
摘

青
空
に
と
ん
ぼ
の
親
子
お
よ
い
で
る 

烏
山
祐
希
奈

あ
か
と
ん
ぼ
田
畑
の
上
を
飛
ん
で
い
る 

山
下　

鉄
郎

ゆ
れ
る
稲
や
さ
し
く
語
る
母
の
よ
う 

滝
野　

勝
哉

く
ず
の
花
ど
う
ど
う
と
咲
く
命
か
な 

藤
原　

和
也

ト
ン
ボ
た
ち
み
ん
な
で
散
歩
た
の
し
そ
う 

野
田
さ
や
か

く
ず
の
花
風
に
ふ
か
れ
て
ゆ
れ
て
い
る 

有
吉　

弘
貴

赤
と
ん
ぼ
今
日
は
そ
の
目
に
何
う
つ
る 
山
本　

将
己

思
い
草
み
ん
な
の
思
い
を
こ
め
て
い
く 
田
中　

湧
也

長
い
夏
ヘ
チ
マ
は
育
つ
い
つ
ま
で
も 

仁
科　

隼
太

紫
式
部
集
っ
て
輝
く
子
ど
も
た
ち 

担
任　

千
手　

博
文

氏
森
の
大
き
木
陰
に
集
ひ
け
り 

講
師　

岸
原　

清
行

艶
あで

やかな感性を…
　吟行を通して、子どもたちは自然を切り取り、17
文字におさめていきます。その瞬間、それぞれの季節
が塗り込められた句が、キラリと輝きを放ち始めます。
季節のパレットは、さまざまな色、香り、触感、味、
音で彩られ、艶やかな感性の宝庫となります。
　言葉を研ぎ澄まし、季語に心を込める…子どもたち
の感性を磨く俳句学習を、これからも守り、育ててい
きたいと思います。　　＜山田小学校長　木原貞美＞
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２年連続で岡垣町のグループが優秀賞受賞
2/21 健康運動推進実践グループ表彰

福岡県教育文化表彰を受賞

　教育や文化、スポーツなどの分野で活躍した個人
や団体に贈られるもので、個人の部で河内ムツ子さ
ん（新松原区）、団体の部で岡垣町青少年健全育成町
民会議が受賞しました。
　河内さんは、25年間の図書教育ボランティアが
評価され、町民会議は、通学合宿をはじめとする
25年間の青少年育成活動が評価されました。

広報おかがきが
県広報コンクールで２部門受賞

　県内の市町村が発行し
ている広報紙を対象にし
たコンクールで２部門受
賞しました。
　担当一同、より充実し
た広報紙をお届けできる
ように、今後も努力して
いきます。

高齢者叙勲を受章
　昭和46年から12年間、岡垣町議会議員を務めら
れた廣渡孝之さん（元松原区）が、町政の発展のため
に力を尽くした功績が認められ、２月１日に旭日単光
章を受章されました。

▲ ９月 10 日号表紙。ぶどう狩
り風景。１枚写真の部「入選
１席」（県下２位）

▲ 11 月 25 日号２～３ページ。湯川パラグライダー大会風景。
タイトル「風をつかめ」。組み写真の部「佳作」（県下３位）

　17年間の活発な健康づくり推進活動が評価され、
岡垣グラウンドゴルフ同好会が受賞しました。昨年の
岡垣登山連盟に続き２年連続の受賞です。
　「高齢者の健康保持を目指して、会員一同が活躍した
成果だと思います」と感謝と喜びを話してくれました。

▲「
今
後
も
み
な
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
を
お
手
伝
い

し
ま
す
」と
行
山
会
長（
左
）・
武
田
副
会
長（
右
）

▲「支えてくださるみなさんのおかげです。」と喜びを語る河内さ
ん（左）と町民会議会長の竹井さん（右）
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み
ん
な
の

投　

稿

ま
っ
て
ま
す

読
者
へ
の
お
知
ら
せ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
紹
介
、
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
、

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。締
切
日
は
毎
月
１
日
で
す
。

※
営
利
・
政
治
・
宗
教
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
掲
載
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す

投
稿
先
・
問
い
合
わ
せ
●
〒
８
１
１
│

４
２
３
３
岡
垣
町
野
間
１
丁

目
１
番
１
号
岡
垣
町
役
場
地
域
づ
く
り
課

２
８
２
│

１
２
１
１

chiiki@
tow
n.okagaki.fukuoka.jp

空手道体験教室
　親子でできます。気軽に体験してみま
せんか？
対　象　３歳以上
と　き　毎週土曜日午後４時～６時
ところ　中央公民館
問い合わせ　養秀会（山元）090－2089
－7989 へ

▲窯に火入れするようす

一
般
の
作
品

待
つ
人
の
無
き
家
な
れ
ど
吾
が
心

安
め
て
く
れ
る
空
間
の
あ
り

川
原
つ
る
子

輸
入
食
一
番
舌
は
く
じ
で
決
め馬

場　

哲
哉

三
寒
と
四
温
の
狭
間
聴
こ
へ
来
る

春
告
げ
の
音
に
時
節
を
覚
ゆ

大
重　

正
信

青
嶺
岡
垣
俳
句
会

接
待
の
味
噌
汁
熱
し
涅
槃
西
風

舩
津
丸
て
る
代

防
人
の
渚
の
三
里
防
風
生
ふ

十
時
千
恵
子

白
骨
の
ご
と
き
流
木
鳥
帰
る

川
里　

正
子

く
わ
ん
の
ん
の
髻

も
と
ど
りの
影
春
灯

廣
橋
い
た
る

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会（
昼
の
部
）

漱
石
の
端
正
な
ひ
げ
猫
の
恋

松
本　
　

司

節
分
会
護
摩
焚
く
僧
の
太
き
声沼

田　

捷
子

料
峭
の
枕
に
預
け
し
落
し
物

水
城
い
つ
み

枯
芝
を
踏
む
足
裏
の
弾
み
を
り稲

富　

安
子

青
葉
短
歌
会

寒
鰤
を
一
本
提
げ
て
来
し
人
の

お
か
げ
で
節
分
皆
で
祝
い
ぬ

阿
部
マ
サ
子

手
術
終
え
リ
ハ
ビ
リ
励
む
日
々
な
れ
ど

退
院
の
日
の
は
や
待
ち
遠
し

西
村　

光
代

朝
露
に
ぬ
れ
し
黒
猫
玄
関
を

通
り
し
後
に
押
す
足
の
あ
と

石
松　

文
子

木
犀
の
枝
に
し
が
み
つ
く
空
蝉
は

何
時
よ
り
こ
こ
に
霜
月
の
朝

岩
崎　

京
子

木
綿
間
俳
句
会

下
校
子
に
雪
深
け
れ
ば
迎
え
け
り

貞
苅　

文
枝

春
潮
の
岬
を
打
て
る
潮
煙

杉
山
久
美
子

探
梅
の
径
に
祖
の
墓
あ
り
に
け
り

中
雄　

兆
香

野
を
焼
い
て
天
平
文
化
損
な
は
ず

永
山　
　

篁

岡
垣
乳
垂
句
会

人
の
訃
を
聞
く
清
天
の
星
凍
つ
る

外
村　

次
子

深
川
の
バ
ラ
の
模
様
や
七
日
粥山

中
き
よ
み

う
つ
す
ら
と
芝
に
残
り
し
今
朝
の
雪

寺
田
タ
ツ
子

節
分
の
鬼
よ
り
洩
る
る
漁
夫
の
声

田
中　

久
子

岡
垣
川
柳
会

吠
え
な
が
ら
後
ろ
へ
下
が
る
子
犬
か
な

大
堂　

圏
冶

ダ
メ
犬
も
弱
い
も
の
に
は
強
く
吠
え

末
松　
　

碧

お
め
か
し
を
誉
め
て
い
る
ら
し
吠
え
ま
く
る

野
中
よ
う
子

遠
吠
え
が
冬
の
夜
さ
ら
に
寒
く
す
る

宇
都
宮
福
夫

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会（
夜
の
部
）

時
雨
る
る
や
親
も
子
供
も
足
早
に

中
島　

宣
広

く
れ
な
ず
む
空
に
白
砂
春
の
月力

丸
ツ
ヤ
子

勧
請
の
鐘
の
高
鳴
る
御
開
帳

木
村　
　

守

葦
平
の
擦
れ
し
庭
下
駄
つ
く
づ
く
し

川
原　

和
子

竹で「炭
すみ

よい環境づくり」
　３月２日成田山下の炭窯で、「まちづく
りの会・岡垣」の有志で竹炭づくりに挑
戦しました。
　里山を侵食する竹のパワーを生かし、
竹炭と竹酢液の魅力を広め、役立たせた
いと意気込んでいます。
　炭焼きの合間には、竹で作る「星のドー
ム」にもチャレンジしました。
【写真・文章は『まちづくりの会・岡垣』からの投稿】



３月生まれ

●募集対象　町内在住で、掲載月が
誕生月の１～３歳の子ども●応募方
法　投稿する写真・住所・親子の氏
名 ( ふりがな )・子の生年月日・電話
番号・子どもへのコメント (22 文字
以内 )・広報おかがきへの意見を、地
域づくり課 ( 窓口・郵送・Eメール )
へ●締切日　掲載月の１日※応募者
多数の場合は抽選

神
村　

さ
ち
ち
ゃ
ん（
３
歳
）

平
成
17
年
３
月
28
日
生
ま
れ
（
松
ヶ
台
西
）

い
つ
ま
で
も
弟
想
い
の
や
さ
し

い
お
姉
ち
ゃ
ん
で
い
て
ね

原　

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介
ち
ゃ
ん（
１
歳
）

平
成
19
年
３
月
３
日
生
ま
れ
（
鍋
田
）

笑
顔
が
か
わ
い
い
龍
く
ん
が

大
好
き
　

外
山
菜な

な

み
々
美
ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
18
年
３
月
13
日
生
ま
れ
（
高
倉
）

元
気
に
す
く
す
く
と
成
長
し

て
ね
!

徳
田　

拓た
く

真ま

ち
ゃ
ん（
３
歳
）

平
成
17
年
３
月
22
日
生
ま
れ
（
松
ヶ
台
西
）

一
日
一
日
楽
し
い
思
い
出
た

く
さ
ん
作
っ
て
い
こ
う
ね
!

藤
原　

瑛え
い

夢む

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

平
成
19
年
３
月
３
日
生
ま
れ
（
新
海
老
津
）

む
げ
ん
に
ぃ
に

あ
い
む

ね
ぇ
ね
と
ず
っ
と
仲
良
く
ね

深
田　

悠は
る

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
18
年
３
月
25
日
生
ま
れ
（
吉
木
）

人
一
倍
ヤ
ン
チ
ャ
だ
け
ど
、

笑
顔
は
た
ま
り
ま
せ
〜
ん
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宮
内　

一か
ず

樹き

ち
ゃ
ん（
３
歳
）

平
成
17
年
３
月
８
日
生
ま
れ
（
海
老
津
）

お
友
だ
ち
を
い
っ
ぱ
い
作
っ

て
、
元
気
に
育
っ
て
ね

山
田
寛か

ん
じ
ろ
う

仁
朗
ち
ゃ
ん（
１
歳
）

平
成
19
年
３
月
31
日
生
ま
れ
（
海
老
津
）

お
兄
ち
ゃ
ん
と
た
く
さ
ん
遊

ん
で
、
大
き
く
な
っ
て
ね
!

村
上　

愛あ

み海
ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
18
年
３
月
４
日
生
ま
れ
（
松
ヶ
台
西
）

や
さ
し
く
元
気
に
育
っ
て

ね
!!
パ
パ
＆
マ
マ
よ
り

川
内　

凌り
ょ
うち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
18
年
３
月
17
日
生
ま
れ
（
野
間
三
）

甘
え
ん
坊
の
凌
く
ん
が
も
う

す
ぐ
兄
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
す

松
本　

康こ
う
せ
い生
ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
18
年
３
月
８
日
生
ま
れ
（
旭
南
）

元
気
に
ス
ク
ス
ク
大
き
く

な
っ
て
ね

宮
崎　

輝ひ
か
るち

ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
18
年
３
月
14
日
生
ま
れ
（
松
ヶ
台
西
）

輝
の
笑
顔
は
宇
宙
一
!!
パ
パ

マ
マ
本
当
親
バ
カ
だ
ね
!!



役場・教育委員会
282 ― 1211

情報プラザ人の駅
281 ― 2005

こども未来館
281 ― 5501

東部公民館
282 ― 0035

中央公民館
282 ― 0162

西部公民館
281 ― 5006

町民武道館
282 ― 6111

岡垣サンリーアイ
282 ― 1515

社会福祉協議会
283 ― 2940

シルバー人材センター
282 ― 4688

いこいの里高齢者等
相談センター
283 ― 0033

岡垣町高齢者・障害者
相談センター
282 ― 5167

岡垣町東部高齢者・障害者
相談センター
282 ― 5103

岡垣町公式ホームページ

http://www.town.okagaki.

fukuoka.jp

町の情報や広報おかがきを

見ることができます

　

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

12

園バスに乗って公園に遠足に行ったよ !!

岡垣第一幼稚園
℡（093）282-0235

http：//www.okagaki-daiichi.com

岡垣中央幼稚園
℡（093）282-0247

http://www.okagakichuoyoutien.com《ふれあいの森公園・宗像市》 《今古賀中央公園・遠賀町》

　

日
常
生
活
の
利
便
や
社
会
活
動
へ
の

参
加
な
ど
、
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
を
補
助
し
ま
す
。

対　

象　

在
宅
で
、
平
成
19
年
度
の
市

町
村
民
税（
18
歳
未
満
は
父
母
）が
非
課

税
か
、
均
等
割
だ
け
課
税
さ
れ
、
次
の

い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
Ｊ
Ｒ
運
賃
減
額

欄
が「
第
１
種
」

②
療
育
手
帳
の
判
定
が「
Ａ
」

③
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

級
交
付
枚
数　

24
枚（
１
冊
）※
腎
臓
機
能

障
害
者
は
72
枚（
３
冊
）

持
参
品　

各
手
帳
、
証
書
と
印
か
ん

申
し
込
み　

４
月
１
日
（火）
〜
健
康
福
祉

課
へ
※
４
月
１
日
（火）
、
３
日
（木）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
15
分
は
情
報
プ
ラ
ザ
人

の
駅
で
も
可

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
へ

　

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
の
し
尿
処
理
施
設「
曲
水
苑
」（
水
巻

町
）
の
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
３
月
31
日

で
閉
鎖
し
ま
す
。
長
い
間
、
利
用
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合

２
９
３―

３
５
８
１
へ

　

４
月
１
日
、
日
本
傷
痍
者
更
生
会
総

合
福
祉
施
設
が
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

前
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

障
害
者
の
就
労
支
援
と
し
て
、
パ
ン

を
作
っ
て
売
っ
た
り
、
障
害
児
の
通
園
・

療
育
訓
練
、
障
害
児
学
童
保
育
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
要
介
護
認
定
を

受
け
た
高
齢
者
が
入
浴
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
た

り
、
短
期
間
の
入
所
が
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

　

だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
喫
茶
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
地
域
の

人
と
利
用
者
が
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

内
覧
会　

３
月
31
日
（月）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

問
い
合
わ
せ　

日
本
傷
痍
者
更
生
会


２
８
２―

０
０
０
１（
母
の
家
）ま
た
は


２
８
２―

０
０
２
１（
恵
の
家
）へ

お
知
ら
せ

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
閉
鎖
し
ま
す

「
更
生
会
ふ
れ
愛
の
郷
」オ
ー
プ
ン



広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。
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音感教育・体操教室（コスモ）・英語教室（セイハ）
食育（アレルギー対応給食）・かきかた教室

岡垣町中央台５丁目７－１８ TEL282-1135
詳しくはホームページをご覧下さい。
http://www.h4.dion.ne.jp/̃ebitsu/

お知らせ（H18年 11月生まれまでのお友達へ）
☆ 4月からの未就園児教室 (えびつキッズ )
　親子で楽しめるイベントがいっぱい !

☆ 6月からのならし保育
　幼稚園一人でいけるかな ?

上記のご案内を３月 25 日に郵送しますのでぜひご
覧下さい。もし届かない場合は、申し訳ありません
がご連絡下さい。至急お送り致します。

　

長
年
の
職
業
経
験
で
得
た
知
識
や
技

能
を
持
つ
60
歳
以
上
の
人
に
職
業
機
会

を
提
供
す
る「
キ
ャ
リ
ア
60
高
年
齢
者

の
人
材
活
用
シ
ス
テ
ム
」に
登
録
し
ま

せ
ん
か
。
登
録
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

北
九
州
高
齢
者
能
力
活

用
セ
ン
タ
ー

８
８
１―

６
６
９
９
へ

　

課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　

岡
垣
町
に
固
定
資
産
税
を
納

税
し
て
い
る
人

と　

き　

４
月
１
日
（火）
〜
６
月
２
日
（月）

と
こ
ろ　

税
務
課

持
参
品　

本
人
確
認
で
き
る
も
の（
免

許
証
な
ど
）・
印
か
ん

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
へ

　

退
職
予
定
者
を
対
象
に
、
社
会
保

険
制
度
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
無
料
。

内
容
・
と
き

○「
年
金
特
別
便
の
見
方
」＝
４
月
16
日

（水）
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

○「
退
職
後
の
生
活
設
計
基
礎
編
」＝
４

月
19
日
（土）
午
前
10
時
〜
正
午

○「
退
職
後
の
年
金
手
続
き
と
在
職
老

齢
年
金
」＝
４
月
19
日
（土）
午
後
１
時

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

福
岡
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援

セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
博
多
区
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
高
齢

期
雇
用
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

０
９
２

―

４
３
３―

１
０
６
８
へ

固
定
資
産
税
の
評
価
額
を

確
認
で
き
ま
す

気
に
な
る
！
年
金
の
こ
と
、

退
職
後
の
こ
と

あ
な
た
の
知
識
・
経
験
を

生
か
し
ま
せ
ん
か
？

講　
　

座

未来への「約束」
ＣＯ２を減らそう！

家庭版環境 ISO参加家庭募集
　京都議定書で日本は世界と大
きな約束をしました。2008 ～
2012 年の間に温室効果ガスを
６％削減することです。
　ところが、温室効果ガスはどん
どん増えています。原因は、家庭
から出されるＣＯ２の排出が増え
ていることです。
　私たちが使いすぎたエネルギー
のために、未来の地球や子どもた
ちが苦しめられるのです。

約束を守るため…始めませんか？エコライフ！
岡垣町では、町独自の温暖化防止の取り組みとして、環
境にやさしい行動を行う家庭版環境ＩＳＯの参加家庭を
募集します。１年間取り組んだ家庭には、環境優良家庭
として町長の認定書を交付します。

取り組みの例
○照明などのスイッチはこまめに切る
○できるだけ公共交通機関を利用する
○風呂の残り湯や雨水などを
有効に利用する
○買い物にはマイバックを持
参し、ごみになるものを減
らす
申し込み　環境共生課、情報
プラザ人の駅、東部・中央・
西部公民館へ
問い合わせ　環境共生課へ



岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

お売りになりたい方、ご検討中の方

また不動産売買に関する諸手続きなど

お気軽にお電話ください

買い取りもいたします

福岡県知事 (6) 第 9689 号

①
青
年
海
外
協
力
隊（
約
１
千
400
人
）

＝
20
歳
〜
39
歳
で
日
本
国
籍
の
人

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
約
500

人
）＝
40
歳
〜
69
歳
で
日
本
国
籍
の

人
派
遣
期
間　

１
年
間
ま
た
は
２
年
間
※

往
復
旅
費
・
現
地
生
活
費
な
ど
を
支
給

問
い
合
わ
せ　

４
月
８
日
（火）
〜
５
月

23
日
（金）
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

６
７
１―

８
３
４
９
へ

　

国
際
的
な
視
野
を
持
っ
た
町
の
将
来

を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
外
国
で

生
活
し
、
異
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

対　

象　

町
内
在
住
の
中
学
２
・
３
年

生と　

き　

７
月
26
日
（土）
〜
８
月
９
日
（土）

※
５
〜
10
月
ま
で
事
前
・
事
後
研
修
あ

り
と
こ
ろ　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

募
集
人
数　

15
人

費　

用　

10
万
円
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月
18
日

（金）
ま
で
に
社
会
教
育
課
ま
た
は
町
内
各

中
学
校
へ

　

地
域
活
動
に
意
欲
を
持
っ
た
青
年
を

　

母
子
家
庭
対
象
の
無
料
法
律
相
談
で

す
。

と　

き

○
昼
間
＝
４
月
２
日
、
５
月
７
日
、
６

月
４
日（
と
も
に
水
曜
日
）の
午
後
１

時
〜
３
時

○
夜
間
＝
４
月
９
日
、
４
月
23
日
、
５

月
14
日
・
28
日
、
６
月
11
日
・
25
日

（
と
も
に
水
曜
日
）午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分

※
要
予
約
。
先
着
順

と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日

市
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

０
９
２―

５
８
４―

３
９
２
２
へ

　

技
術
や
経
験
を
生
か
し
て
開
発
途
上

国
の
人
々
と
生
活
し
、
協
力
活
動
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
・
対
象

14

海
外
に
派
遣
し
、
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
通
し
、
国
際
的
な
視
野

を
備
え
た
青
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま

す
。
参
加
費
の
一
部
を
町
が
補
助
し
ま

す
。

と　

き　

11
月
15
日
（土）
〜
22
日
（土）

と
こ
ろ　

ド
イ
ツ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

募
集
人
数
な
ど

○
リ
ー
ダ
ー（
30
〜
39
歳
）＝
４
人

○
メ
ン
バ
ー（
18
〜
29
歳
）＝
26
人

参
加
費　

○
リ
ー
ダ
ー
＝
７
万
７
千
円

○
メ
ン
バ
ー
＝
12
万
８
千
円

申
し
込
み　

４
月
14
日
（月）
〜
６
月
13
日

（金）
に
社
会
教
育
課
へ

問
い
合
わ
せ　

県
青
年
の
翼
実
行
委
員

会
事
務
局（
県
青
少
年
課
）

０
９
２―

６
４
３―

３
３
８
７
へ

対　

象　

昭
和
48
年
４
月
２
日
〜
平
成

２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
※
要
普

通
自
動
車
免
許

職　

種　

一
般
事
務
・
図
書
事
務　

募
集
人
数　

若
干
名

面
接
試
験　

４
月
20
日
（日）

雇
用
期
間　

６
か
月
以
内
※
更
新
可

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

履
歴
書
を

４
月
15
日
（火）
ま
で
に
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア

イ
へ

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ウ
ィ
ン
グ

２
０
０
８
参
加
者
募
集

サ
ン
リ
ー
ア
イ
の
臨
時
職
員
募
集

相　
　

談

養
育
費
な
ど
で
お
悩
み
の
人
へ

募　
　

集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
生
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家
賃
は
世
帯
の
収
入
で
決
ま
り
ま

す
。
単
身
者
の
申
し
込
み
は
①
に
限
り

ま
す
。

対　

象

○
３
か
月
以
上
町
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
し
て
い
る

○
収
入
基
準
額
を
超
え
て
い
な
い

○
婚
姻
予
定
者
は
、
３
か
月
以
内
に
婚

姻
の
届
け
出
が
で
き
る

敷　

金　

家
賃
の
３
か
月
分
※
共
益
費

別
途

駐
車
場
使
用　

１
千
50
円
※
駐
車
場
保

証
金
３
か
月
分

募
集
物
件

【
龍
王
団
地
】
１
戸

①
昭
和
49
年
建
築
、
２
階
建
２
Ｄ
Ｋ
、

約
46
平
方
メ
ー
ト
ル

家
賃 

９
千
800
円
〜
１
万
６
千
300
円

※
単
身
者
は
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
が
対
象

【
海
老
津
団
地
】
２
戸

②
平
成
16
年
建
築
、
１
階
建
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
１
階
）、
約
65
平
方
メ
ー
ト
ル

家
賃
２
万
２
千
100
円
〜
３
万
６
千

600
円

③
平
成
16
年
建
築
、
３
階
建
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

約
65
平
方
メ
ー
ト
ル

家
賃
２
万
２
千
100
円
〜
３
万
６
千

600
円

※
新
婚
向
け
。
結
婚
後
３
年
以
内
、
夫

婦
と
も
35
歳
以
下

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月
８
日

（火）
ま
で
に
建
設
課
へ

町
営
住
宅
に
入
居
し
ま
せ
ん
か

　犬の登録と狂犬病の予防注射を行います。予防注射は毎年必
ず受けてください。
　飼い犬は生後３か月以上の犬の登録と予防注射を受けるよう
義務付けられています。
料　金
○登録料＝ 3,000 円 ( 鑑札代含む )
○注射料＝ 3,050 円 ( 済票代含む )
狂犬病の予防注射と登録をするときは
○犬の健康状態の分かる飼い主 (大人 ) が連れて来てください
○期間中に受けられなかったときは、かかりつけの獣医師で受
けてください

愛犬と暮らすみなさんへ

と　き ところ

４月 11日 (金 )

10：00 ～ 10：20
10：30 ～ 11：00
11：15 ～ 11：45
13：30 ～ 13：50
14：00 ～ 14：40
14：50 ～ 15：20

元松原区公民館
東黒山消防車庫前
山田区公民館
遠賀漁協波津支所前
西部公民館
手野区公民館

４月 16日 (水 ) 10：00 ～ 11：0013：30 ～ 15：00
東部公民館
中央公民館

４月 18日 (金 )
10：00 ～ 11：30
13：30 ～ 14：10
14：30 ～ 14：50

町民総合グラウンド駐車場
岡垣第一公園
上畑施設改善センター前

４月 22日 (火 )
10：00 ～ 10：40
10：50 ～ 11：30
13：30 ～ 15：00

桜公園
古鍋田公園
海老津台公民館

４月 23日 (水 )

10：00 ～ 10：20
10：40 ～ 11：10
13：30 ～ 13：50
14：10 ～ 15：00

戸切周辺地域スポーツ広場
西山田区公民館
三吉団地区公民館
高倉区公民館

４月 24日 (木 )

10：00 ～ 10：45
11：00 ～ 11：30
13：30 ～ 14：10
14：30 ～ 15：30

中央公民館
西部公民館
西鉄団地井堀公園
東部公民館

問い合わせ　環境共生課へ
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～４月７日、開院!!～
●受付時間　月～金　8：30～12：00
 13：30～16：30
 土　8：30～12：00
●診療時間　月～金　9：00～12：30
 14：00～17：00
 土　9：00～12：30
●休診日　土曜日の午後、日曜日、祝日
●救急指定病院（平成20年4月7日より指定予定）

地域医療機関と連携して良質で信頼される心優しい病院を目指します。

☆ 診 療 科 目 ☆
内科　消化器科　循環器科　
呼吸器科　整形外科　小児科
放射線科　麻酔科

遠賀郡遠賀町大字尾崎1725-2　(093)281-3810

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

○
乳
幼
児
の
２
割
負
担
対
象
年
齢
が
、

義
務
教
育
就
学
前
ま
で
に
拡
大
さ
れ

ま
す
。

○
65
歳
以
上
の
人
が
長
期
療
養
す
る
と

き（
精
神
、
結
核
、
感
染
症
病
床
を

除
く
）、
食
費
・
居
住
費
の
一
部
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
70
歳
か
ら
74
歳
の
自
己
負
担
割
合
が

１
割
か
ら
２
割
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
国
が
１
年
間
実
施
を
見
送
っ
た

た
め
、
実
際
は
21
年
４
月
か
ら
の
変

更
と
な
り
ま
す
。
※
３
月
に
発
送
し

て
い
る
高
齢
受
給
者
証
に
は
「
２
割

（
７
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」
と
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
給
し
て

い
て
、
20
年
以
上
ま
た
は
40
歳
以
降
10

年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
と
そ
の
被
扶

養
者
は
、
65
歳
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
一

般
の
保
険
証
に
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
と
解
消
に
着
目
し

た
特
定
健
診
と
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
、
広
報
お
か
が
き
12
月

25
日
号
、
２
月
25
日
号
、
今
号
の「
い

き
い
き
情
報
」で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
・
介
護
保
険
の
両
保
険
か
ら
給

付
を
受
け
た
と
き
の
限
度
額
が
定
め
ら

れ
ま
す
。
毎
年
８
月
〜
翌
年
７
月
ま
で

の
年
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
21

年
８
月
か
ら
で
す
。

　

75
歳
以
上
の
人
が
被
用
者
保
険（
社

会
保
険
や
共
済
組
合
）か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
と
き
、
そ
の

人
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
で
、
ほ
か

の
被
用
者
保
険
の
扶
養
に
な
れ
な
い
と

き
は
、
新
た
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
に

は
、
被
用
者
保
険
の
保
険
者
が
発
行
し

た「
資
格
喪
失
連
絡
票
」が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
へ

自
己
負
担
の
見
直
し

退
職
者
医
療
制
度
の
見
直
し

新
し
い
健
診
・
保
健
指
導
の
実
施

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

対　象 70～74歳の加入者 70歳未満の加入者

上位所得者 67万円 (89万円 ) 126万円(168万円)

一　　般 62万円 (83万円 ) 67万円 (89万円 )

低所得者Ⅱ 31万円 (41万円 )
34万円 (45万円 )

低所得者Ⅰ 19万円 (25万円 )

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し

た
ら 国保＋介護保険給付限度額

※20年度は対象期間が４月～21年７月のため
　(　) 内の額を適用

対　象 食費（１食） 居住費（日額）

一　　般 　460円※

320円住
民
税
非
課
税
世
帯

低所得者Ⅱ 210円

低所得者Ⅰ 130円

老齢福祉年金受給者 100円 －

※病院の基準によって 420円のところもあり

長期療養時の食費などの負担金
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い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

４
月
11
日
（金）
午
後
６
時
30

分
〜
７
時

出
演
者　

足
立
綾
子
・
関
か
お
り
・

深
浦
朋
子（
ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー

ン
・
ピ
ア
ニ
カ
）

曲　

目　

ラ
プ
ソ
デ
ィ･

イ
ン･

ブ

ル
ー　

ほ
か

※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー

｢

夕
凪
の
街 

桜
の
国｣

と　

き　

４
月
20
日
（日）
①
午
前
10
時

②
午
後
１
時
③
午
後
４
時

と
こ
ろ　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

入
場
料　

○
一
般
１
千
円
○
学
生

８
０
０
円
※
全
席
自
由
。
当
日
券
は

２
０
０
円
増
し

ス
ポ
ッ
ト
講
座

○
整
体
ヨ
ガ
健
康
法
〜
男
性
専
科
〜

対　

象　

男
性

と　

き　

４
月
24
日
（木）
午
後
７
時
か

ら
９
時

受
講
料　

１
千
円

締
め
切
り　

４
月
21
日
（月）

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

○
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ヨ
ガ

と　

き　

第
１
・
２
・
３
・
４
木
曜
日

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午

香典返し寄付香典返し寄付
　次の皆様から香典返しとしてご
寄付がありました。厚くお礼を申
し上げるとともに、故人のご冥福
を心からお祈り申し上げます。（２
月受付分まで）

社会福祉協議会へ
○　竹ノ下靜子　様（野間二）
故　竹ノ下精造　様　90 歳
○　伊藤　陽子　様（新海老津）
故　伊　　一夫　様　70 歳
○　後　　年惠　様（山田峠）
故　後藤　忠義　様　79 歳
○　神谷　幸夫　様（上高倉）
故　神谷都志子　様　69 歳
○　太田　良幸　様（吉木）
故　太田フサヱ　様　86 歳
○　中島　ミノ　様（西高陽）
故　中島　清馬　様　87 歳
○　太田　恵之　様（大阪府）
故　太田　卷子　様　89 歳

○　藤井　　一　様（三吉）
故　藤井テル子　様　93 歳
○　武石　勝守　様（南高陽）
故　武石　照江　様　75 歳
○　村田　　修　様（嘉麻市）
故　古賀　綾子　様　100 歳
○　江上　雅子　様（百合ヶ丘）
故　江上　眞一　様　92 歳
○　中西ヒサコ　様（野間四）
故　中西　孝行　様　77 歳
○　仮屋園秋男　様（西高陽）
故　仮屋園ヤエ　様　78 歳
○　武田　祥子　様（中間市）
故　石田　文枝　様　78 歳
○　相島　光義　様（百合ヶ丘）
故　相島　ハル　様　86 歳
○　福山　幸男　様（宗像市）
故　福山　幸作　様　97 歳
○　松尾　利邦　様（旭中）
故　松尾　長利　様　85 歳
○　山路十志夫　様（東海老津）

故　山地　早人　様　84 歳
○　田中　光夫　様（南山田）
故　小笠原ナツヨ様　93 歳
○　大部　正由　様（東海老津）
故　大部　ソメ　様　92 歳
○　豊岡ミチヨ　様（旭東）
故　豊岡　　猛　様　92 歳
○　　浦千鶴子　様（東松原）
故　石田千代香　様　88 歳
○　末吉　輝久　様（高尾）
故　末吉　　郷　様　21 歳
○　花田千惠子　様（原）
故　花田　豊年　様　73 歳

老人クラブへ
○　太田　良幸　様
○　藤井　　一　様
○　中西ヒサコ　様
○　豊岡ミチヨ　様

受
講
料
・
維
持
費　

１
万
３
千
200
円

（
３
か
月
分
）

○
こ
ど
も
の
茶
道

と　

き　

第
１
・
３
土
曜
日
午
後
１

時
〜
３
時

受
講
料
・
維
持
費　

６
千
600
円（
３

か
月
分
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

○｢

子
ど
も
読
書
の
日
」折
り
紙
教
室

　

簡
単
で
楽
し
め
る
折
り
紙
教
室
で

す
。

対　

象　

小
学
生
ま
で
※
小
学
生
未

満
は
保
護
者
同
伴

と　

き　

４
月
20
日
（日）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

定　

員　

40
人
※
先
着
順

持
っ
て
く
る
も
の　

は
さ
み
・
の
り

参
加
費　

無
料

締
め
切
り　

３
月
28
日
（金）
〜
４
月
18

日
（金）
午
後
６
時

○
保
存
期
間
満
了
の
新
聞
を
さ
し
あ

げ
ま
す

と　

き　

４
月
１
日
（火）
〜
27
日
（日）
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
※
先
着
順

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

サ
ン

リ
ー
ア
イ
図
書
館
へ
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第 188 回 ヘルシークッキング　～スープカレー～
材料 (４人分 )
ミートボール【Ａ】○豚ひき肉150ｇ○タマネ
ギ 1/4個○パン粉大３○牛乳小２○片栗粉小１
○塩・コショウ少々○サラダ油小１
カレースープ【Ｂ】○ブロッコリー 1/2 株○タ
マネギ 1/2 個○ジャガイモ１個○固形スープの
素１個○水 1.5 カップ○牛乳 1.5 カップ○ミニ
トマト８個○塩・コショウ少々○カレー粉小 1.5
○トマトケチャップ大１○サラダ油大１
作り方
①Ａのタマネギはみじん切りにする。Ｂのタマ
ネギは１cm幅のくし形に、ジャガイモは皮
をむき２cm角に切る。ミニトマトはヘタを
取る。

②ブロッコリーは洗って小房に分け、さっとゆ
でる。
③ボウルにＡの材料を入れ、粘りが出るまでよ
く混ぜ合わせ、一口大に丸める。
④フライパンにサラダ油を熱し、③をころがし
ながら焼き色を付ける。
⑤鍋にサラダ油を熱し、タマネギ、ジャガイモ、
カレー粉を入れて炒める。
⑥⑤に水、固形スープの素、ミートボールを加
えて煮込む。
⑦材料がやわらかくなったらブロッコリー、ミ
ニトマト、牛乳を入れて混ぜ、ひと煮立ちさ
せる。最後に塩・コショウ・ケチャップで味
を整える。

　
「
何
か
あ
っ
た
と
き
に
病
院
に
行
け

ば
い
い
」と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

健
康
状
態
を
自
覚
症
状
で
判
断
し
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
で
は
、

何
か
あ
っ
た
と
き
で
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。
図
表
１
は
脳
梗
塞
に
な
っ
た

人
の
健
診
結
果
で
す
。
健
診
結
果
の

異
常
が
積
み
重
な
っ
て
き
た
こ
と
が

分
か
り
、
何
か
が
起
こ
る（
こ
の
場
合

は
脳
梗
塞
だ
っ
た
）と
い
う
こ
と
が
予

測
で
き
ま
す
。
ま
た
、
原
因
を
知
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
健
診
で
自
覚
症

状
が
出
る
前
に
異
常
に
気
付
き
、
対

策
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

新
し
く
始
ま
る
健
診
は
、
血
管
の

傷
み
具
合
を
確
認
す
る
の
が
大
き
な

目
的
で
す
。
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂

質
異
常
症（
高
脂
血
症
）は
血
管
を
傷

め
る
原
因
で
す
。
図
表
２
は「
自
分
が

ど
の
段
階
に
い
る
の
か
」を
示
し
ま
す。

１
次
予
防
に
当
て
は
ま
る
項
目
が
多

い
ほ
ど
、
血
管
は
元
気
で
す
。
２
次

予
防
に
当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
と

き
は
血
管
が
だ
い
ぶ
傷
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
に
な
る
危
険
が
高
ま
り
ま
す
が
、

ま
だ
十
分
に
改
善
で
き
ま
す
。
３
次

予
防
に
当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
人

は
、
血
管
の
傷
み
が
進
ん
で
お
り
、

治
療
が
必
要
で
す
。

　

健
診
で
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る

こ
と
は
、
５
年
後
、
10
年
後
の
将
来
を

描
く
こ
と
で
す
。
血
圧
や
血
糖
値
が

ち
ょ
っ
と
高
め
と
い
わ
れ
た
人
は
、今
、

何
と
か
し
た
ら
間
に
合
い
ま
す
。ま
ず
、

健
診
で
今
の
体
を
知
っ
て
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
福
祉
課
保
健
師　

野
口
洋
子

い
★
き
★
い
★
き
★
情
★
報

健
診
結
果
�
教
�
�
�
�
�
�
�
�
�
体
�
今
�
�
�
�
�

　

４
月
か
ら
、
健
診
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
予
防
を
重
視
し
た
検
査
と
、
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま

す
。
健
診
を
上
手
に
利
用
し
て
自
分
の
体
の
変
化
を
把
握
し
、
未
来
の
健
康
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

健
康
の
判
断
を
何
で
し
て
い
ま
す
か

血
管
変
化
が
分
か
り
ま
す

今
を
知
っ
て
、
10
年
後
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
す

◆自覚症状で判断している人が多いと思いますが、
　 自覚症状がでる前に、からだの中では何が起こっているのでしょうか。

脳梗塞発症

健
診
結
果

尿糖 （＋）

低ＨＤＬ 39

高血糖 134

高血圧 170/86

ＢＭＩ25以上（肥満） 27.1
40～45歳 54歳 60歳 62歳 67歳 68歳 現在

生涯を通じた予防活動支援のための学習教材集から

自覚症状はあると
思いますか？ ・マヒ

・失語
・要介護状態

心肥大

１か月くらい前から
・右手がしびれだす
・孫の名前を時々忘れる

図表１「健康」の判断を何でしていますか？

図表２　血管変化の予防の視点～私はどの段階にいるだろうか？～
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貞
享
元
年（
一
八
六
四
）五
月
、
竹
井

伊
豆
守
か
ら
五
代
目
の
子
孫
・
與よ

三
郎

が
郡
役
所
に
提
出
し
た「
先
祖
の
覚
」で
、

伊
豆
守
か
ら
の
歴
代
と
親
類
の
温ぬ

く
し
な科

・

波
賀
多
氏
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
竹

井
文
書
』
や
系
図
類
で
認
識
さ
れ
た
内

容
で
、
新
た
な
情
報
は
な
い
。
こ
の
こ

ろ
ま
で
に
、
伊
豆
守
が
竹
井
家
の
始
祖

と
い
う
考
え
が
定
着
し
、
今
日
に
至
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
伊
豆
守
の

時
代
に
複
数
の
竹
井
家
が
存
在
し
た
こ

と
は
、
以
前
出
典
を
示
し
て
説
明
し
た

と
お
り
で
あ
る
。
事
実
は
、「
竹
井
伊
豆

守
重し

げ
よ
り頼
は
、
温
科
家
か
ら
竹
井
家
に
入

り
、
家
督
相
続
し
て
、
一
所
懸
命
で
竹

井
家
の
名
を
歴
史
に
と
ど
め
た
、
竹
井

家
中
興
の
祖
」で
あ
る
。

　

現
在
、
伊
豆
守
以
前
の
竹
井
姓
の

人
物
に
つ
い
て
は
、
史
料
不
足
で
白

紙
の
状
態
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
伊
豆

守
の
数
代
前
の
人
物
が
手
野
に
土
着
し

て
、
一
族
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
よ
っ
て
、
そ
の
こ
ろ
の
手
野
郷

の
歴
史
を
紹
介
し
て
、
当
時
を
偲
ぶ
縁

よ
す
が

と
し
た
い
。

　

文
明
九
年（
一
四
七
七
）応
仁
・
文
明

の
乱
が
終
結
し
た
が
、
そ
の
翌
年
に
麻

生
家い

え
の
ぶ延
が
吉
木
に
岡
城
を
築
き
、
岡
千

町
を
領
し
た
と
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

家
延
か
ら
隆た

か

守も
り

に
至
る
歴
代
の
岡
城
主

が
遠
賀
川
以
西
の
西
郷
を
全
て
領
有
、

支
配
下
に
置
い
た
と
す
る

の
は
、
事
実
に
反
す
る
。

麻
生
氏
の
支
配
に
属
さ

な
い
人
物
が
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
、
手
野
の
須

藤
駿
河
守
行
重
で
あ
る
。

須
藤
行
重
は
、
永
享
十
二

年（
一
四
四
一
）
こ
ろ
か

ら
延
徳
三
年（
一
四
九
一
）

こ
ろ
ま
で
実
在
し
た
人
で

あ
る
。
行
重
は
、
高
倉

神
社
の
毘
沙
門
天
立
像

や
鐘
崎
・
織
幡
神
社
の
御

正
体
を
寄
進
し
、
さ
ら
に

は
内
浦
の
海
蔵
寺
や
遠
賀

町
広
渡
の
地
蔵
堂
を
再
興

し
た
人
で
あ
る
。
そ
の
屋

敷
跡
と
伝
承
の
場
所
か
ら

は
、
大
瓶か

め

四
個
に
満
載
さ

れ
た
中
国
銭
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
中
国
銭
を
、
行
重
が
芦
屋
鋳い

も

じ

物
師
の

統
領
と
す
る
俗
説
か
ら
、
鋳
物
の
原
料

だ
と
主
張
す
る
者
が
い
る
。
大
い
な
る

誤
り
で
あ
る
。
当
時
の
中
国
銭
は
、
わ

が
国
の
流
通
貨
幣
で
あ
る
。
そ
の
お
金

を
鋳
潰
す
馬
鹿
は
い
な
い
し
、
床
下
に

埋
設
し
た
大
瓶（
金
庫
）
に
一
度
保
管

し
、
さ
ら
に
取
り
出
し
て
鋳
潰
す
手
間

を
掛
け
る
も
の
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
一
朝
有
事
に
備
え
て
の
軍
資

謎
の
岡
垣
中
世
史

手
野
の
豪
族
・
竹
井
氏岡垣

歴
史
文
化
研
究
会　
　

羽
山　

健
一

▲雨乞山遠景

金
だ
っ
た
、
と
す
る
ほ
う
が
常
識
的
で

あ
る
。
行
重
は
、
手
野
郷
一
帯
を
支
配

下
に
置
き
、
三
吉
と
手
野
の
堺
に
あ
る

雨
乞
山
を
拠
点
と
し
て
、
独
自
の
軍
事

行
動
を
取
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
私
の
推
論
で
あ
る
。

　

雨
乞
山
は
、
十
六
世
紀
こ
ろ
の
古
文

書
に「
天て

の野
要
害
」と
み
え
る
山
城
で
あ

る
。
後
に
宗
像
氏
貞
が
三
里
松
原
海
岸

か
ら
の
奇
襲
に
備
え
て
三
吉
城
を
計
画

し
た
の
も
、
こ
の
山
で
あ
る
。
天
然
の

要
害
で
、
城

じ
ょ
う
ば
る原

山
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
次
は
手
野
在
住
の
吉
田
越

後
と
い
う
人
で
あ
る
。
軍
記
物
に
、
麻

生
隆
守
没
後
の
こ
ろ
、
独
自
の
軍
事
行

動
で
大
友
方
の
麻
生
氏
と
何
度
も
合
戦

に
及
ん
だ
と
か
、
天
正
年
間
に
は
波
津

浦
に
漂
着
し
た
唐
船
を
一
族
郎
党
で
襲

い
、
積
み
荷
の
財
宝
を
奪
い
、
ま
す
ま

す
富
貴
に
な
っ
た
、
と
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
話
は
史
実
と
は
言
い
難
い

が
、
宗
像
氏
の
重
臣
に
吉
田
越
後
な
る

人
物
が
実
在
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
手
野
の
出
身
者
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

竹
井
氏
は
、
須
藤
氏
や
吉
田
氏
と
何

ら
か
の
関
係
を
持
ち
、
手
野
で
繁
栄
し

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。



4月の行事予定4月の行事予定

戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津

波津、内浦、手野、新松原、元松原、吉木、高倉、
上高倉、西黒山、東黒山、東山田、海老津、
百合ヶ丘、野間、上畑

いこいの里

スポーツ大会

こども未来館

４か月児健診（いこいの里）13:10～13:15受付
７か月児健診（いこいの里）13:15～13:30受付
町立保育所入所式(東部保育所)9:00～(中部保育所)9:30～

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
４
月
上
旬『
水
墨
画
同
士
会
展
』下
旬『
あ
と
り
え
絵
画
展
』

5日
12日
13日

19日
20日
26日
27日

舞踊・民謡（ジョイフルの会）
民謡・踊り・銭太鼓（龍成会）
歌謡・舞踊・フラダンス（応
援ＳＵＮの会）

新舞踊末広会（吹雪さくら）
新舞踊翼流 （翼しげる）
日本舞踊英流（英聖旗）
日本舞踊翠秀流（翠秀珠玉）

1日

5日

12日

13日
15日
17日

18日
19日

20日

25日

26日

27日

双子ちゃん情報交換会
　10:00～12:00
イラストクラブ
　10:30～12:00
わくわくクラブ
　10:00～12:00
フリークライミング
　13:00～16:00
おもちゃ病院10:00～15:00
妊婦胎教教室10:00～11:30
ぷくぷくクラブ
　10:00～11:00

ベビークラブ10:00～11:30
料理クラブ
　①10:00～②13:30～
音楽ひろば11:00～12:00
フリークライミング
　13:00～16:00
ぷくぷくクラブ
　10:00～11:00
みんなで楽しむおりがみ
　10:00～12:00
わくわくクラブ
　10:00～12:00

1日

5日

6日

8日

13日

18日

19日

20日

26日

27日

28日

29日

登山連盟・若杉山登山（篠栗町）
7:00～16:00
ウォーキング連盟・垣生公園
ウォーキング（中間市）8:30
～16:00
登山連盟・城山金山ふれあい
登山（岡垣町）9:00～15:00
ソフトボール連盟・春季大会
「１日目」（松ヶ台グラウンド）
9:00～13:00
少年軟式野球連盟・第1７回
岡垣・中間交流大会（町民総
合グラウンド）7:00～18:00
柔道連盟・柔道教室入室式（町
民武道館）18:00～19:00
ソフトボール連盟･春季大会
「２日目」(松ヶ台グラウンド)  
9:00～13:00
バレーボール連盟・混合バレ
ーボール大会「青年・前期」（岡
垣サンリーアイ）10:00～
19:30
ゲートボール連盟・県女子選
手権予選（いこいの里）8:30
～12:30
第５回岡垣町ウォーキング
大会・マラソン大会（サイク
リングロード）9:00～12:00
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）8:30～17:30

ソフトボール連盟・春季大会
「３日目」（町民総合グラウン
ド）9:00～13:00
バレーボール連盟・混合バレ
ーボール大会「壮年・前期」（岡
垣サンリーアイ）10:00～
19:30
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）8:30～17:30
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）8:30～17:30
バレーボール連盟・ジュニア
バレーボール大会「新人戦」（町
民体育館）10:00～19:30
硬式テニス連盟・春季ダブル
ス大会（町民テニスコート）
8:30～17:30
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）8:30～17:30
ペタンク連盟・第８回三里松
原ペタンク交流大会（町民総
合グラウンド）9:00～12:00
卓球連盟・春季卓球大会（町
民体育館）9:00～18:00

6日
11日

12日

13日
18日

20日

26日

27日

おはなし会14:30
いちご畑のコンサート「足立
綾子・関かおり・深浦朋子(ピ
アノほか)」18:30～19:00
おはなし会14:30
カンタービレサロンコンサ
ートⅩⅡ「ミュージックグル
ープ紫音」19:00
おはなし会14:30
い ちご畑のコンサート
「Mitchan(ポップス)」18:30
～19:00

おはなし会14:30
名画シアター「夕凪の街桜の
国」①10:00②13:00③16:00
おはなし会14:30
いちご塾文化講演会「三屋裕
子(スポーツプロデューサー)」
18:45
おはなし会14:30
第27回福岡県少年空手道選
手権大会9:30

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　12・26日

（　 町イベントなど　  健康福祉事業）

子育て相談（こども未来館）9:30～11:00
自由広場（こども未来館）9:30～11:00

ポリオ予防接種(いこいの里)13:15～

3歳児健診（いこいの里）13:00～13:20受付

献血（役場）9:00～11:30

健康づくり講座「慢性腎臓病」（いこいの里）14:00～
こどもの発達相談「予約制」（役場）9:00～12:30

にこにこクッキング「予約制」（中央公民館）10:00～12:30

町立中学校入学式(町内各中学校)9:30～

町立小学校入学式(町内各小学校)9:30～

情報プラザ人の駅
3日

5日

10日

12日

14日

17日

19日

24日

パソコン体験室
　10：00～12：00
パソコン相談室
　13：00～16：00
パソコン体験室
　10：00～12：00
パソコン相談室
　13：00～16：00
若葉マーク教室
　9：30～12：00

パソコン体験室
　10：00～12：00
創作工房人の駅
　10：00～16：00
パソコン相談室
　13：00～16：00
パソコン体験室
　10：00～12：00

日付 行　事

4 金

18 金

25 金

11 金

5 土

3 木

10 木

17 木

2 水

9 水

16 水

1 火

8 火

15 火

30 水

29 火

24 木

23 水

22 火

6 日

12 土

13 日

19 土

20 日

14 月

21 月

26 土

27 日

28 月

7 月

第
4第

2

第
1

第
3水

木

水

水

木

木
東高陽、鍋田、南高陽、
西高陽、高陽、東松原、
百合ヶ丘、東海老津
三吉、三吉団地、吉木、
高塚、塚原、西黒山、
東黒山、糠塚、山田
湯川、波津、原、内浦、
手野、新松原、元松原、
海老津、上畑、新海老津

戸切、戸切白谷、
戸切百合野、上海老津、
龍王団地、山田峠

野間（一、二、三、四）、高倉、
上高倉、西山田、茅原、
南山田、東山田、緑ヶ丘

旭東、旭中、旭西、旭南、
高尾、松ヶ台、公園通り

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、
原、波津、内浦
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、
上高倉、吉木、高塚、塚原

月2回
大型汲取り
収集地区

A（1日目）

B（2日目）

A（1日目）

B（2日目）

月2回
小型汲取り
収集地区

し尿収集日程

粗大ごみ収集日程

人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式）

月2回汲取り

○保育料4月分…………………………4月末
　(延長保育料は3月分)
○町営住宅家賃4月分…………………4月末
○軽自動車税…………………………1期分

土日祝日を除く収集日の2日前までに粗大ごみ受付センター281ー5380へ
電話で申し込んでください

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

高倉、上高倉、新海老津、野間一
野間二、野間三、野間四

湯川、原、波津、内浦、手野

上畑、上高倉

新海老津、上海老津、海老津（小局方面）

月２回汲取りＡ

月２回汲取りＢ

月２回汲取りＡ

月２回汲取りＢ

吉木、元松原、東黒山、西黒山

三吉、吉木、高倉

月２回汲取りＡ

月２回汲取りＡ

月２回汲取りＢ

戸切、戸切百合野、戸切白谷

東高陽、東松原、東山田、糠塚、野間

新海老津、山田、西山田、東山田、
南山田、茅原、桜台、野間

○女性のための悩みごと相談
　 ｢おかがきホットライン｣　10:00～17:00
　093－561－5737《毎週水曜日》
○教育電話相談(教育委員会内)
　282－4884《毎週月・水・金曜日》
○心配ごと相談　14:00～16:00
　18日(金)東部公民館、25日(金)乳垂荘
○法律相談　13:30～16:30
　11日(金)、25日(金)いこいの里
　※要電話予約283－2940
○行政相談　13:30～16:00
　11日(金)、25(金)いこいの里
○交通事故相談　10:00～16:00（受付15:00まで）
　9日（水）ハピネスなかま244－1111

４月の納期

各　種　相　談

休日・夜間の当番医は
遠賀郡消防署　293－1231へ

吉木(正矢口・古小路方面)、塚原Ａ

三吉

三吉

手野、新松原、三吉団地、三吉

三吉団地、三吉、元松原、西黒山、
吉木、高塚

波津、原、内浦、手野

月２回汲取りＢ

東黒山、西黒山、糠塚

高塚、吉木（倉丸方面）

高倉、吉木（倉丸方面）

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、
海老津、新海老津、山田峠、糠塚

戸切、戸切百合野、戸切白谷、
上海老津

大　型　車 小　型　車

高倉、上高倉

糠塚

4月

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

手野、三吉、吉木、新松原、高塚

高倉、吉木

戸切、戸切百合野①

人　口…32,361人(－4)
　　　内152人は外国人
女　性…16,995人(－9)
男　性…15,366人(＋5)
世帯数…12,285世帯(＋7)
　　内67世帯は外国人世帯
　　  ※(　　)は前月との比較

出　生…18人
死　亡…35人
転　入…88人
転　出…75人
まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（2月末）

人身事故件数（1月）

救急・火災医療（2月）
救急
 出場件数 96

 搬送人員 87

火災
 出火件数 1

 り災世帯 3

火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部0180-999-998

14
0
0
22

（＋8）

（±0）

（±0）

（＋16）

（＋8）

（±0）

（±0）

（＋16）

14
0
0
22

1月（前年比） 累計（前年比）
事故件数
死亡者数
重傷者数
軽傷者数

吉木、塚原Ｂ、野間三(高倉団地、
西鉄団地)、海老津、吉木、緑ヶ丘

※「親子で楽しむおりがみ教室」は「みんなで楽しむおりがみ」になりました。

東黒山

海老津

戸切、戸切百合野②

上畑、海老津
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4月の行事予定4月の行事予定

戸切、戸切白谷、戸切百合野、上海老津

波津、内浦、手野、新松原、元松原、吉木、高倉、
上高倉、西黒山、東黒山、東山田、海老津、
百合ヶ丘、野間、上畑

いこいの里

スポーツ大会

こども未来館

４か月児健診（いこいの里）13:10～13:15受付
７か月児健診（いこいの里）13:15～13:30受付
町立保育所入所式(東部保育所)9:00～(中部保育所)9:30～

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
４
月
上
旬『
水
墨
画
同
士
会
展
』下
旬『
あ
と
り
え
絵
画
展
』

5日
12日
13日

19日
20日
26日
27日

舞踊・民謡（ジョイフルの会）
民謡・踊り・銭太鼓（龍成会）
歌謡・舞踊・フラダンス（応
援ＳＵＮの会）

新舞踊末広会（吹雪さくら）
新舞踊翼流 （翼しげる）
日本舞踊英流（英聖旗）
日本舞踊翠秀流（翠秀珠玉）

1日

5日

12日

13日
15日
17日

18日
19日

20日

25日

26日

27日

双子ちゃん情報交換会
　10:00～12:00
イラストクラブ
　10:30～12:00
わくわくクラブ
　10:00～12:00
フリークライミング
　13:00～16:00
おもちゃ病院10:00～15:00
妊婦胎教教室10:00～11:30
ぷくぷくクラブ
　10:00～11:00

ベビークラブ10:00～11:30
料理クラブ
　①10:00～②13:30～
音楽ひろば11:00～12:00
フリークライミング
　13:00～16:00
ぷくぷくクラブ
　10:00～11:00
みんなで楽しむおりがみ
　10:00～12:00
わくわくクラブ
　10:00～12:00

1日

5日

6日

8日

13日

18日

19日

20日

26日

27日

28日

29日

登山連盟・若杉山登山（篠栗町）
7:00～16:00
ウォーキング連盟・垣生公園
ウォーキング（中間市）8:30
～16:00
登山連盟・城山金山ふれあい
登山（岡垣町）9:00～15:00
ソフトボール連盟・春季大会
「１日目」（松ヶ台グラウンド）
9:00～13:00
少年軟式野球連盟・第1７回
岡垣・中間交流大会（町民総
合グラウンド）7:00～18:00
柔道連盟・柔道教室入室式（町
民武道館）18:00～19:00
ソフトボール連盟･春季大会
「２日目」(松ヶ台グラウンド)  
9:00～13:00
バレーボール連盟・混合バレ
ーボール大会「青年・前期」（岡
垣サンリーアイ）10:00～
19:30
ゲートボール連盟・県女子選
手権予選（いこいの里）8:30
～12:30
第５回岡垣町ウォーキング
大会・マラソン大会（サイク
リングロード）9:00～12:00
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）8:30～17:30

ソフトボール連盟・春季大会
「３日目」（町民総合グラウン
ド）9:00～13:00
バレーボール連盟・混合バレ
ーボール大会「壮年・前期」（岡
垣サンリーアイ）10:00～
19:30
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）8:30～17:30
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）8:30～17:30
バレーボール連盟・ジュニア
バレーボール大会「新人戦」（町
民体育館）10:00～19:30
硬式テニス連盟・春季ダブル
ス大会（町民テニスコート）
8:30～17:30
少年サッカー連盟・全日本少
年サッカー大会予選（松ヶ台
グラウンド）8:30～17:30
ペタンク連盟・第８回三里松
原ペタンク交流大会（町民総
合グラウンド）9:00～12:00
卓球連盟・春季卓球大会（町
民体育館）9:00～18:00

6日
11日

12日

13日
18日

20日

26日

27日

おはなし会14:30
いちご畑のコンサート「足立
綾子・関かおり・深浦朋子(ピ
アノほか)」18:30～19:00
おはなし会14:30
カンタービレサロンコンサ
ートⅩⅡ「ミュージックグル
ープ紫音」19:00
おはなし会14:30
い ちご畑のコンサート
「Mitchan(ポップス)」18:30
～19:00

おはなし会14:30
名画シアター「夕凪の街桜の
国」①10:00②13:00③16:00
おはなし会14:30
いちご塾文化講演会「三屋裕
子(スポーツプロデューサー)」
18:45
おはなし会14:30
第27回福岡県少年空手道選
手権大会9:30

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　12・26日

（　 町イベントなど　  健康福祉事業）

子育て相談（こども未来館）9:30～11:00
自由広場（こども未来館）9:30～11:00

ポリオ予防接種(いこいの里)13:15～

3歳児健診（いこいの里）13:00～13:20受付

献血（役場）9:00～11:30

健康づくり講座「慢性腎臓病」（いこいの里）14:00～
こどもの発達相談「予約制」（役場）9:00～12:30

にこにこクッキング「予約制」（中央公民館）10:00～12:30

町立中学校入学式(町内各中学校)9:30～

町立小学校入学式(町内各小学校)9:30～

情報プラザ人の駅
3日

5日

10日

12日

14日

17日

19日

24日

パソコン体験室
　10：00～12：00
パソコン相談室
　13：00～16：00
パソコン体験室
　10：00～12：00
パソコン相談室
　13：00～16：00
若葉マーク教室
　9：30～12：00

パソコン体験室
　10：00～12：00
創作工房人の駅
　10：00～16：00
パソコン相談室
　13：00～16：00
パソコン体験室
　10：00～12：00

日付 行　事

4 金

18 金

25 金

11 金

5 土

3 木

10 木

17 木

2 水

9 水

16 水

1 火

8 火

15 火

30 水

29 火

24 木

23 水

22 火

6 日

12 土

13 日

19 土

20 日

14 月

21 月

26 土

27 日

28 月

7 月

第
4第

2

第
1

第
3水

木

水

水

木

木
東高陽、鍋田、南高陽、
西高陽、高陽、東松原、
百合ヶ丘、東海老津
三吉、三吉団地、吉木、
高塚、塚原、西黒山、
東黒山、糠塚、山田
湯川、波津、原、内浦、
手野、新松原、元松原、
海老津、上畑、新海老津

戸切、戸切白谷、
戸切百合野、上海老津、
龍王団地、山田峠

野間（一、二、三、四）、高倉、
上高倉、西山田、茅原、
南山田、東山田、緑ヶ丘

旭東、旭中、旭西、旭南、
高尾、松ヶ台、公園通り

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、
原、波津、内浦
糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、
上高倉、吉木、高塚、塚原

月2回
大型汲取り
収集地区

A（1日目）

B（2日目）

A（1日目）

B（2日目）

月2回
小型汲取り
収集地区

し尿収集日程

粗大ごみ収集日程

人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式）

月2回汲取り

○保育料4月分…………………………4月末
　(延長保育料は3月分)
○町営住宅家賃4月分…………………4月末
○軽自動車税…………………………1期分

土日祝日を除く収集日の2日前までに粗大ごみ受付センター281ー5380へ
電話で申し込んでください

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

高倉、上高倉、新海老津、野間一
野間二、野間三、野間四

湯川、原、波津、内浦、手野

上畑、上高倉

新海老津、上海老津、海老津（小局方面）

月２回汲取りＡ

月２回汲取りＢ

月２回汲取りＡ

月２回汲取りＢ

吉木、元松原、東黒山、西黒山

三吉、吉木、高倉

月２回汲取りＡ

月２回汲取りＡ

月２回汲取りＢ

戸切、戸切百合野、戸切白谷

東高陽、東松原、東山田、糠塚、野間

新海老津、山田、西山田、東山田、
南山田、茅原、桜台、野間

○女性のための悩みごと相談
　 ｢おかがきホットライン｣　10:00～17:00
　093－561－5737《毎週水曜日》
○教育電話相談(教育委員会内)
　282－4884《毎週月・水・金曜日》
○心配ごと相談　14:00～16:00
　18日(金)東部公民館、25日(金)乳垂荘
○法律相談　13:30～16:30
　11日(金)、25日(金)いこいの里
　※要電話予約283－2940
○行政相談　13:30～16:00
　11日(金)、25(金)いこいの里
○交通事故相談　10:00～16:00（受付15:00まで）
　9日（水）ハピネスなかま244－1111

４月の納期

各　種　相　談

休日・夜間の当番医は
遠賀郡消防署　293－1231へ

吉木(正矢口・古小路方面)、塚原Ａ

三吉

三吉

手野、新松原、三吉団地、三吉

三吉団地、三吉、元松原、西黒山、
吉木、高塚

波津、原、内浦、手野

月２回汲取りＢ

東黒山、西黒山、糠塚

高塚、吉木（倉丸方面）

高倉、吉木（倉丸方面）

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、
海老津、新海老津、山田峠、糠塚

戸切、戸切百合野、戸切白谷、
上海老津

大　型　車 小　型　車

高倉、上高倉

糠塚

4月

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

手野、三吉、吉木、新松原、高塚

高倉、吉木

戸切、戸切百合野①

人　口…32,361人(－4)
　　　内152人は外国人
女　性…16,995人(－9)
男　性…15,366人(＋5)
世帯数…12,285世帯(＋7)
　　内67世帯は外国人世帯
　　  ※(　　)は前月との比較

出　生…18人
死　亡…35人
転　入…88人
転　出…75人
まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（2月末）

人身事故件数（1月）

救急・火災医療（2月）
救急
 出場件数 96

 搬送人員 87

火災
 出火件数 1

 り災世帯 3

火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部0180-999-998

14
0
0
22

（＋8）

（±0）

（±0）

（＋16）

（＋8）

（±0）

（±0）

（＋16）

14
0
0
22

1月（前年比） 累計（前年比）
事故件数
死亡者数
重傷者数
軽傷者数

吉木、塚原Ｂ、野間三(高倉団地、
西鉄団地)、海老津、吉木、緑ヶ丘

※「親子で楽しむおりがみ教室」は「みんなで楽しむおりがみ」になりました。

東黒山

海老津

戸切、戸切百合野②

上畑、海老津
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編
集
後
記

▼
２
月
24
日
に
岡
垣
サ
ン
リ
ー

ア
イ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
有
志
４
人

で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
原
住

民
、
マ
オ
リ
族
の
格
好（
上
半

身
は
だ
か
、
下
半
身
腰
み
の
）

を
し
て
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

目
の
前
で
国
際
交
流
員
の
ル
ー

シ
ー
さ
ん
と
英
会
話
教
室
の
み

な
さ
ん
が
踊
っ
て
い
た
の
で
誰

に
も
気
付
か
れ
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、
終
了
後「
一

人
だ
け
細
い
の
が
お
っ
た
」と

い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
目
標
は

体
格
向
上
で
す
。 

（
竹
森
）

▼
春
を
告
げ
る
花
の
中
で
も
、

特
に
沈
丁
花(

じ
ん
ち
ょ
う
げ)

が
好
き
で
す
。
こ
の
季
節
に

な
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
香
っ
て
き
て
、
つ
い
辺
り

を
探
し
て
し
ま
い
ま
す
。
低
木

な
の
で
ほ
か
の
木
々
に
隠
れ
て

見
つ
け
に
く
い
の
で
す
が
、
香

り
を
た
ど
っ
て
会
い
に
行
き
ま

す
。
姿
は
見
え
な
く
て
も
香
り

で
「
私
を
見
つ
け
て
！
」と
言
っ

て
い
る
よ
う
…
に
思
え
る
の
で

す
。
か
わ
い
い
ま
り
の
よ
う
な

そ
の
姿
に
出
会
う
と
す
ご
く
幸

せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

 

（
波
多
野
）
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６年間の思い出を胸に、「先生、みんな、ありがとう」

　３月７日、海老津小学校で行われた６年生を送る会。１～５年生
が、これまでの感謝の気持ちを込めて、歌や演奏、手作りのプレゼ
ントを贈りました。
　６年生は、お礼に「ありがとうさようなら」をアレンジして、みん
なとの思い出を歌いました。さすが、もうすぐ中学生。その姿は逞

たく

しく、凛
り り

々しく感じました。


